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道 路 交 通

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

　

市
役
所
の
仮
設
庁
舎
が
置
か

れ
る
市
川
南
周
辺
地
域
に
は
小

学
校
や
保
育
園
も
あ
り
、
地
域

住
民
、
歩
行
者
等
の
安
全
の
確

保
が
課
題
で
あ
る
。
仮
設
庁
舎

の
供
用
開
始
に
向
け
、
敷
地
を

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
歩
道
を
拡

幅
す
る
等
の
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　

地
域
住
民
等
の
歩
行
者
と

車
で
来
庁
す
る
市
民
・
事
業
者

の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

職
員
の
通
勤
経
路
等
に
つ
い
て

は
、
地
元
自
治
会
等
か
ら
の
意

見
を
聴
き
、
安
全
対
策
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
公
用
車
の
経
路

に
つ
い
て
は
、
経
路
の
指
定
を

検
討
し
、
安
全
運
転
の
徹
底
に

努
め
る
と
共
に
、
仮
設
庁
舎
前

の
進
入
路
と
な
る
道
路
の
拡
幅

等
を
進
め
て
い
く
。

市川南仮設庁舎
歩行者等の安全対策 どう考える

道路拡幅等により安全確保する

松
井　

努
議
員
（
行
徳
自
民
党
）

　

南
行
徳
駅
周
辺
は
、か
つ
て
、

地
元
の
要
望
を
受
け
て
用
途
地

域
を
商
業
地
域
等
に
変
更
す
る

と
共
に
、
地
区
計
画
を
導
入
し

て
お
り
、
一
定
の
階
以
下
で
住

居
系
用
途
の
建
築
が
制
限
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

駅
周
辺
に
お
い
て
、
空
き
店
舗

等
が
多
く
見
ら
れ
る
現
状
を
勘

案
し
、
地
区
計
画
を
変
更
す
る

地
区
計
画
に
よ
る
制
限 

変
更
で
き
な
い
か

地
元
の
意
向
確
認
で
き
れ
ば
実
施
し
た
い

南行徳駅周辺の街づくり

考
え
は
あ
る
か
。

答　

本
地
区
計
画
は
、
平
成
元

年
の
用
途
地
域
の
変
更
に
併
せ
、

商
業
施
設
等
の
立
地
を
誘
導
す

べ
く
導
入
し
た
が
、
そ
の
目
標

と
社
会
経
済
の
動
向
と
の
間
に

乖か
い

離り

が
生
じ
て
い
る
。
今
後
、

見
直
し
に
係
る
地
元
の
意
向
が

確
認
で
き
れ
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
行
い
、
計
画
の
変
更
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

こ
ざ
と
北
公
園
に
あ
る
転
落

防
止
柵
の
中
に
は
、
壊
れ
て
い

る
箇
所
や
、
老
朽
化
の
た
め
腐

食
し
て
い
る
部
分
が
相
当
数
あ

り
、大
変
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

こ
れ
は
市
民
の
生
命
に
も
か
か

わ
る
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
生

命
、
生
活
を
守
る
べ
き
管
理
責

任
者
と
し
て
、
市
は
安
全
対
策

を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

破
損
や
腐
食
箇
所 

早
急
な
安
全
対
策
を

応
急
処
置
と
早
期
の
抜
本
改
修
に
努
め
る

こざと北公園

考
え
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

転
落
防
止
柵
は
木
製
で
あ

り
、
老
朽
化
に
よ
る
腐
食
箇
所

が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ

り
詳
細
な
調
査
を
大
至
急
実
施

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、
バ
リ
ケ

ー
ド
の
設
置
、
修
繕
等
の
応
急

処
置
を
行
う
と
共
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
抜
本
的
な
改
修
を
実

現
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

全
国
自
治
体
の
半
数
が
消
滅

す
る
可
能
性
、
と
い
う
衝
撃
的

な
報
道
も
あ
り
、
高
齢
社
会
の

到
来
に
対
し
て
多
く
の
市
民
が

不
安
を
抱
い
て
い
る
と
考
え
る
。

高
齢
社
会
到
来
に
向
け
た
街
づ

く
り
や
高
齢
者
の
能
力
を
活
か

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

高
齢
社
会
を
見
据
え
た
街

高
齢
者
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は

生
活
環
境
整
備
や
地
域
活
動
推
進
し
た
い

高齢社会時代の街づくり

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

高
齢
者
の
雇
用
促
進
や
、
自
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ま
ち
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の

推
進
等
、
高
齢
者
に
適
し
た
生

活
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
、
教
育
、

地
域
経
済
等
の
分
野
で
は
市
民

と
の
協
働
が
有
効
で
あ
り
、
経

験
豊
か
な
高
齢
者
が
活
躍
で
き

る
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

青
山
博
一
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
大
地

震
等
、
想
定
外
の
規
模
の
災
害

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。加
え
て
、

市
内
の
江
戸
川
の
堤
防
は
大
部

分
が
盛
り
土
で
あ
り
、
決
壊
す

る
と
広
範
囲
に
被
害
が
及
ぶ
懸

念
が
あ
る
。
広
域
的
な
災
害
の

発
生
を
考
慮
し
た
水
防
体
制
の

整
備
や
訓
練
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

水
防
体
制
整
備
や
訓
練 

市
の
考
え
は

連
携
・
増
強
体
制
や
装
備
強
化
に
努
め
る

広域災害への対応

答　

市
は
、
必
要
に
応
じ
た
水

防
体
制
を
と
り
、
消
防
団
と
も

連
携
で
き
る
よ
う
に
す
る
他
、

千
葉
北
西
部
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
で
は
指
令
員
や
指
令
台
を
増

強
し
て
の
運
用
が
可
能
な
体
制

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
行

っ
て
い
る
土
嚢
の
作
成
や
水
防

用
資
材
の
活
用
等
の
訓
練
を
引

き
続
き
行
い
、
今
後
も
体
制
や

装
備
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

宮
本　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

羽
田
空
港
周
辺
が
南
風
悪
天

時
等
の
場
合
、
本
市
上
空
を
着

陸
機
が
飛
行
す
る
た
め
騒
音
が

ひ
ど
い
。
本
市
と
同
様
に
騒
音

の
顕
著
な
増
加
が
あ
っ
た
千
葉

市
・
四
街
道
市
で
は
、
国
に
要

望
し
て
改
善
が
図
ら
れ
た
が
、

本
市
の
場
合
は
ど
う
か
。ま
た
、

騒
音
に
関
す
る
情
報
量
が
両
市

に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
に
つ
い

国
へ
要
望
し
た
か 

市
民
へ
の
周
知
は

粘
り
強
く
協
議 

情
報
提
供
改
善
に
努
め
る

航空機の騒音問題

て
、市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

両
市
と
同
様
に
、
本
市
も

県
・
市
町
村
連
絡
協
議
会
を
通

じ
て
国
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て

い
る
が
、
南
風
悪
天
時
の
着
陸

ル
ー
ト
の
対
策
は
難
し
く
長
期

的
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
粘

り
強
く
協
議
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
情
報
提
供
に
向

け
早
期
改
善
に
努
め
て
い
く
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
は
、
原

発
に
頼
ら
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進
と
省
エ
ネ
対
策

の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
と
共

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資

す
る
た
め
の
方
策
が
求
め
ら
れ

る
。
民
間
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

等
に
よ
る
農
地
の
活
用
に
つ
い

て
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

民
間
支
援
や
農
地
活
用
の
考
え
は

地
域
特
性
に
応
じ
た
推
進
策
に
取
り
組
む

地球温暖化対策

答　

市
は
、助
成
事
業
を
通
じ
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
住
宅

用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
普
及

促
進
を
図
っ
て
お
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
農
地
の

活
用
は
、
土
地
の
確
保
等
解
決

す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
今
後
、

節
エ
ネ
・
省
エ
ネ
等
、
地
域
特

性
に
応
じ
た
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

狭
い
道
路
を
少
し
で
も
広
く

使
う
た
め
、
ま
た
景
観
を
良
く

す
る
た
め
に
は
道
路
の
無
電
柱

化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
特

に
国
道
14
号
の
新
田
１
・
５
丁

目
、
平
田
２
丁
目
区
間
は
４
車

線
化
の
整
備
と
同
時
に
無
電
柱

化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

市
の
現
状
の
認
識
は
ど
う
か
。

答　

国
道
14
号
で
は
、
北
側
の

市
川
小
か
ら
市
川
橋
区
間
は
整
備
予
定

国道14号無電柱化

新
田
５
丁
目
県
道
高
塚
新
田
市

川
線
の
交
差
点
及
び
南
側
の
西

消
防
署
前
の
交
差
点
か
ら
市
川

小
学
校
ま
で
の
区
間
で
無
電
柱

化
が
完
了
し
て
い
る
。
事
業
主

体
の
県
に
よ
る
と
、
今
回
整
備

す
る
４
車
線
化
の
区
間
で
は
無

電
柱
化
の
計
画
は
な
い
が
、
市

川
小
学
校
か
ら
市
川
橋
ま
で
の

区
間
で
は
31
年
度
以
降
に
無
電

柱
化
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

本
市
も
自
転
車
走
行
空
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
を
策
定
し
て

い
る
。
歩
行
者
と
自
転
車
を
区

分
す
る
自
転
車
道
の
色
分
け
は
、

安
価
で
通
行
の
安
全
に
即
効
性

あ
る
対
策
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

市
道
０
１
０
１
号（
30
ｍ
道
路
）

の
ハ
イ
タ
ウ
ン
塩
浜
か
ら
ダ
イ

エ
ー
南
行
徳
店
前
ま
で
行
っ
た

自
転
車
道
の
色
分
け
を
、
更
に

自
転
車
と
歩
道
の
色
分
け 

南
行
徳
駅
ま
で

平
成
26 
年
度
に
実
施
す
る

自転車道の整備

南
行
徳
駅
ま
で
実
施
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　

当
該
場
所
は
、
通
行
可
能

な
歩
道
の
幅
員
約
３
ｍ
の
う
ち

車
道
側
約
１
ｍ
に
自
転
車
通
行

を
促
す
路
面
標
示
を
施
し
、
高

い
効
果
を
得
た
と
認
識
し
て
い

る
。
平
成
26
年
度
は
南
行
徳
駅

周
辺
で
、
水
路
蓋
の
改
善
に
併

せ
て
自
転
車
の
路
面
標
示
を
行

い
、連
続
性
を
確
保
し
て
い
く
。

良
い
景
観
の
た
め
進
め
る
べ
き 

現
況
は

こ
ざ
と
北
公
園

環 境

街 づ く り防 災


